
　

山
科
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
は
、
母
子

家
庭
の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
る
団
体
で
す
。
春
、
夏
、
冬
の
長

期
休
み
に
お
け
る
小
中
高
校
生
を
対
象

と
し
た
無
料
学
習
会
、
芋
ほ
り
な
ど
の

体
験
会
や
交
流
会
、
保
護
者
の
た
め
の

情
報
提
供
・
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
長
の
草
野
さ
ん
に
よ
る
と
、
無
料
学

習
会
は
夏
休
み
の
宿
題
な
ど
、
個
人
の
目

的
に
応
じ
た
学
習
に
加
え
、
ス
ポ
ー
ツ
・

理
科
実
験
・
料
理
教
室
な
ど
の
体
験
の
時

間
も
あ
り
ま
す
。
学
習
の
後
は
、
軽
食
を

囲
み
、
保
護
者
も
一
緒
に
交
流
す
る
時
間

も
設
け
て
い
ま
す
。「
経
済
負
担
無
く
学

習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
が
、
似
た
よ
う
な
境
遇
の
方
同
士
、
悩

み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
ス

タ
ッ
フ
が
人
生
の
先
輩
と
し
て
相
談
に

の
っ
た
り
す
る
な
ど
、
交
流
の
時
間
も
大

事
に
し
て
い
ま
す
。
」と
の
こ
と
。
最
近
は

母
子
家
庭
だ
け
で
な
く
父
子
家
庭
の
参

加
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

様
々
な
事
情
を
抱
え
た
家
庭
の
問
題

に
対
応
す
る
に
は
専
門
家
の
力
も
必
要

で
す
が
、
京
都
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
の
運
営
す
る
「
京
都
市
ひ
と
り
親
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
連
携
し
、対
応
す

る
そ
う
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
大
下
さ
ん
に
活
動
に
参

加
す
る
き
っ
か
け
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。「
自
分
が
子
育
て
真
っ
最
中
の
時
、

こ
の
会
に
参
加
し
、
相
談
に
の
っ
て
も

ら
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
先
輩
と
出
会

う
こ
と
で
、
様
々
な
情
報
が
得
ら
れ
た

の
で
、
人
の
つ
な
が
り
は
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。」
今
も
子
育
て
は
続
い
て
い
ま

す
が
、
今
度
は
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

側
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。「
学

習
会
の
参
加
者
か
ら
、
高
校
や
大
学
へ

の
合
格
報
告
を
も
ら
う
と
、
活
動
の
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。」

　

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
じ
て
大
下
さ

ん
が
感
じ
て
い
る
の
は
、「
人
生
を
ど
う
生

き
る
か
よ
り
、誰
と
出
会
う
か
が
大
切
」だ

と
い
う
こ
と
。
ま
ず
は
学
習
会
に
参
加
し

て
み
て
、
悩
み
が
あ
れ
ば
相
談
し
て
く
だ

さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
冬
は
無
料
学
習
会
と
ト
ラ
ン
ポ

リ
ン
の
体
験
教
室
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

◎
無
料
学
習
会

12
月
23
日
（
土
・
祝
）午
前
10
時
～
午

後
１
時　

定
員
15
人　

会
場
：
山
科

青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー

◎‌�

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
体
験
教
室
〈
参
加
費

300
円
〉

12
月
28
日
（
木
）午
後
１
時
～
２
時

定
員
10
人　

会
場
：
京
都
ス
ポ
ー
ツ

教
室
（
山
科
区
勧
修
寺
平
田
町
９
）

　

い
ず
れ
も
申
込
は
京
都
市
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
☎
708-

７
７
５
１
）
ま
で
。

申
込
締
切
は
12
月
20
日
（
水
）午
後
１
時

で
す
。（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

（
京
都
市
ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
佐
藤
友
一
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
／

　

区
総
務
・
防
災
担
当（

☎
592-

３
０
６
６
）

第52回
み
ん
な
で「
第
２
期
山
科
区
基
本
計
画
」に
取
り
組
も
う
！

区
民
活
動

リ
レ
ー

き

連載

ず
な

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
多
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
　

～
山
科
区
母
子
寡
婦
福
祉
会
～

　

戦
没
者
遺
族
相
談
員
は
、
戦
没
者
遺
族
の
年
金
や
弔

慰
金
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
助
言
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
託
を
受
け
、

各
区
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
員
：
松
岡　

玲
子
氏
（
☎
525-

０
５
７
５
（
自
宅
））

 　
　
　
　

（
任
期　

平
成
31
年
９
月
30
日
ま
で
）

●
問
い
合
わ
せ
先
／
区
生
活
福
祉
課
管
理
担
当

（
☎
592-

３
２
１
５
）

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
と
は
、
補
聴
器
等
を
使

用
さ
れ
て
い
る
方
の
「
聞
こ
え
」
を
支
援
す
る

設
備
で
す
。
補
聴
器
等
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方

に
と
っ
て
、
周
囲
が
騒
が
し
い
場
所
で
は
話
し

声
の
聞
き
取
り
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
を
用
い
る
と
、
マ
イ
ク
を

通
し
た
音
声
を
直
接
、
補
聴
器
や
人
工
内
耳
へ

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、講
演
や
会
議
の
場
で
、講

師
や
発
言
者
の
声
を
ク
リ
ア
に
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※�（
一
社
）全
日
本
難
聴
者
・
中
途
失

聴
者
団
体
連
合
会
か
ら
の
通
知

に
よ
り
「
磁
気
誘
導
ル
ー
プ
」
と

い
う
呼
び
方
を
「
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
」に
変
更
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
戦
没
者
遺
族
相
談
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

ご
存
じ
で
す
か
？

「
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
」

年末の交通事故防止府民運動実施中

●�

ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
の
音
声
の

　
聞
き
方

　

設
置
施
設
で
補
聴
器
等
の
ス
イ
ッ
チ
を
「
Ｔ

モ
ー
ド
」
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。（
補
聴
器
等

の
機
種
に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
区
内
の
設
置
状
況

　

・
山
科
区
役
所

　

・
東
部
文
化
会
館

　

・
ア
ス
ニ
―
山
科

※�

区
外
の
設
置
施
設
や
各
施
設

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
左

記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
障
害
保
健
福
祉
推
進
室
（
☎
222-

４
１
６
１
）

　

区
総
務
・
防
災
担
当
（
☎
592-

３
０
６
５
）

◦早めの前照灯点灯を心掛けましょう
◦前照灯点灯は、上向き（ハイビーム）

ドライバーの皆様へ

２
０
１
7
年

大
晦
日
の
つ
ど
い

　

み
ん
な
で
楽
し
く
新
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
。

区
内
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
飲
み
物
・
お
せ
ち
料
理
の
差
し
入
れ
大

歓
迎
！
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
中
で
す
。

●
日
時
／
12
月
31
日
（
日
）午
後
０
時
～
３
時

●
会
場
／
山
科
総
合
社
会
福
祉
会
館
２
階

●
費
用
／
500
円

●�

内
容
／
開
幕
太
鼓
、マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
演

芸
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
、
会
食
（
年
越
し

そ
ば
、
お
雑
煮
）
な
ど　

※
運
営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
申
し
込
み
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

●�

問
い
合
わ
せ
先
／
山
階
社
会
福
祉
協
議
会

２
０
１
７
大
晦
日
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
581-

１
３
５
２
）

交通

◦国道1号・外環状線・三条通は歩行者横断禁止です
◦夜間の横断中の交通事故が多発しています
◦夜間の外出時は、明るい服装で反射材を利用しましょう

歩行者の皆様へ

●問い合わせ先／山科警察署（☎575-0110）

　11月３日、西京極総合運動公園で「第29
回市民スポーツフェスティバル」が開催され、
山科区からは各種大会に総勢45チーム、約
300人が出場しました。特に、昨年度に続
き「ソフトボール大会（壮年の部）」に出場し
た山階南体振チームは、強豪チームの西京極

（右京区）との決勝戦で、残念ながら敗れは
したものの、最終回に７点差という大差を見
事に追いつき、大会を大いに盛り上げました。
●種目別成績（入賞以上）
◆ソフトボール（壮年の部）　
　準優勝：山階南
◆ソフトバレーボール
　優秀チーム：鏡山Ａ、陵ヶ岡、小野Ａ、小野Ｂ
◆ペタンク　
　優秀チーム：山階、鏡山Ｂ

　11月12日、「第27回山科区民ニュースポー
ツ祭」が開催されました。グラウンド・ゴルフ大会、
ソフトバレーボール大会ともに白熱した試合が
展開され、５年ぶりに大宅小学校での開催となっ
たグラウンド・ゴルフ大会は鏡山体振チームが３
年連続の優勝、ソフトバレーボール大会は大宅
体振チームが２年連続の優勝を果たしました。
●グラウンド・ゴルフ
◆団体の部
　優勝：鏡山　準優勝：音羽　３位：大宅
◆個人の部
　優勝：古島 政太郎さん（鏡山）
　準優勝：瀧尻 民子さん（音羽）
　３位：谷口 直美さん（鏡山）
●ソフトバレーボール
　優勝：大宅Ｂ　準優勝：山階南Ａ
　３位：陵ヶ岡Ａ、百々Ａ
　優秀賞：鏡山Ｂ、音羽、山階南Ｂ、小野Ｂ

第29回 市民スポーツ
フェスティバル

第27回 山科区民
ニュースポーツ祭

●問い合わせ先／区まちづくり推進担当(☎592-3088)

山科区は
総合第４位!!

ヒアリングループが設置されていることを
示す「ヒアリングループマーク」が目印です会議等での利用風景▲

■補聴器のスイッチ

※購入された販売店でご確認ください。

市民しんぶんへの広告（１～４面下欄）を募集中。【問合せ】販売代理店の（株）ホープ（☎ 778-5074）　 ※広告内容等は市が推奨するものではありません。

市　民　し　ん　ぶ　ん　山科区版　　 第264号　　平成29年12月15日　（4）再生紙・植物油インクを使用しています。
不要になれば古紙回収等に出してください。


